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研究要旨 われわれは平成 29～31 年度に及ぶ本研究計画で、(1) 病理コンサルテーション体制を始めと
するアミロイドーシスの総合的診断体制構築、(2) 同診断体制による診断件数、診断確定率、各病型症
例数の集計・公表、(3) 診療ガイドライン、診断基準、重症度分類の妥当性・実用性検証と改定、(4) AMED

難病プラットフォームによるレジストリ研究の実施とデータを用いた疫学研究等の実施、(5) 各病型患
者のケアマニュアル作成、(6) 専門医対象の臓器別アミロイドーシス診療の手引作成、(7) 患者向け公開
講座等アミロイドーシスの啓発活動実施、の 7項目を目指す。 
今年度の成果を上記目的の番号と対応させて記す。(1) 4月 1日より研究班ホームページでコンサルテー
ションの受付を開始すると共に、病理WG各施設でも従来通り個別に受け付けることにより、総合的診
断体制がスタートした。5月 15日には日本病理学会ホームページに当コンサルテーション体制が紹介さ

れ、受付数が増加した。(2) 同診断体制の各施設共通集計シートを作成し、2019 年 4 月 1 日～12 月 15
日の診断件数、診断確定率、各病型症例数を集計した。(3) 全身性アミロイドーシス各病型診断基準の
研究班暫定案を作成し、日本循環器学会に承認を申請した。安東班で実施した全身性 AAアミロイドー

シスに関する全国疫学調査を論文発表した。(4) 京都大学医の倫理審査委員会に中央倫理審査を申請す
るため、研究実施計画書「研究課題名：オールジャパンで行う全身性アミロイドーシスコホート研究 Japan 
Cohort Study of Systemic Amyloidosis (J-COSSA)」を作成した。(5) ファイザー製薬の協力を得て FAP家族

性アミロイドポリニューロパチーの患者ケアマニュアルを作成した。(6) 腎アミロイドーシス WG を中
心に、厚労科研「難治性腎障害に関する調査研究」班ネフローゼ症候群WGと合同で、腎アミロイドー
シス診療ガイドラインWG暫定案を作成した。(7) 熊本にて「道しるべの会」（FAP家族性アミロイドポ

リニューロパチー患者・家族会）講演会・総会（7月 22日）、交流会（12月 1日～2日）を開催した。 
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A. 研究目的 
われわれは平成 29～31 年度に及ぶ本研究計画
で、(1) 病理コンサルテーション体制を始めとす

るアミロイドーシスの総合的診断体制構築（平成

31年 3月までに）、(2) 同診断体制による診断件数、
診断確定率、各病型症例数の集計・公表（平成 32

年3月までに）、(3) 診療ガイドライン、診断基準、
重症度分類の妥当性・実用性検証と改定（平成 32
年 3月までに）、(4) AMED難病プラットフォーム

によるレジストリ研究の実施とデータを用いた

疫学研究等の実施（平成 32年 3月までに）、(5) 各
病型患者のケアマニュアル作成（平成 32 年 3 月

までに）、(6) 専門医対象の臓器別アミロイドーシ
ス診療の手引作成（平成 32年 3月までに）、(7) 患
者向け公開講座等アミロイドーシスの啓発活動

実施（平成 32年 3月までに）、の 7項目を目指す。 
本研究計画は、「難病の患者に対する医療等に

関する法律」（難病法）の求める以下の課題を直

接解決するものであり、厚生労働行政の施策に直

接活用できる成果を期待できると考える。(a) 病
理コンサルテーション体制を始めとするアミロ

イドーシスの総合的診断体制の構築により、正確

な早期診断や、適切な施設での各病型に応じた最

新の診療が可能になる。(b) 信頼性の高いオール

ジャパンの診断体制を基盤としたレジストリ構

築により、全国的にバランスの取れた、特定の地

域に偏らないコホート研究が可能となり、レジス

トリ研究の優れたモデルとなることが期待され

る。(c) アミロイドーシス診断基準・重症度分類・
診療ガイドラインの改訂作業により、アミロイド

ーシス医療の水準向上（均てん化）に資すると共

に、新規に発症するアミロイドーシス患者の実態

を把握できる。(d) 関連学会との連携体制を構築
し、アミロイドーシスの疾患概念、早期診断、お

よび最新の治療に関し、関連学会や非専門医、患

者、一般国民への普及・啓発を推進できる。(e) ア
ミロイドーシス患者ケアマニュアルの作成等に

より、患者の療養生活環境整備や QOL 向上に資
する事ができる。(f) 指定難病データベース（平
成 29 年度中に稼働開始予定）の構築に向けたデ

ータを提供できる。 
 

B. 研究方法 

【項目番号は研究の目的に対応】 (1)～(6)の各
項目は、第 1回研究班会議（平成 30年 8月 25日、
松本）、第 2回研究班会議（平成 31年 2月 15日、

東京）、および各 WG で随時開催するメール会議
で議論・決定した。(7)は研究分担者の安東、植田
（いずれも熊本大学）を中心に実施した。 

 
（倫理面への配慮） 

(1)に関し、個人情報保護には細心の注意を払う。

また、オプトアウトにより対象患者に研究不参加

の機会を与える。福井大学医学系研究倫理審査委

員会で「病理検体のアミロイドーシス病型診断コ

ンサルテーション体制の構築」の受審・承認を得

た（平成 29年 12月 15日）。これを基に病理WG
各施設で順次倫理審査を受審し承認を得た。本コ

ンサルテーション体制の精度管理を行うため、わ

れわれは診断総数及び各病型症例数（免疫染色で

確定できずプロテオーム解析を実施した症例を

含む）のみ集計する。このためコンサルテーショ

ン依頼施設での倫理審査は要求しない。(4)に関し、
京都大学医の倫理審査委員会に中央倫理審査を

申請する。 
 
C. 研究結果 

【項目番号は研究の目的に対応】(1) 4月1日より
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研究班ホームページでコンサルテーションの受付

を開始すると共に、病理WG各施設でも従来通り
個別に受け付けることにより、総合的診断体制が

スタートした。5月15日には日本病理学会ホームペ
ージに当コンサルテーション体制が紹介され、受

付数が増加した。(2) 同診断体制の各施設共通集

計シートを作成し、2019年4月1日～12月15日の診
断件数（425件）、診断確定率（94.8%）、各病型
症例数（AA 15, AL 53, AL 132, ATTR 160, A2M 

1, others 5）を集計した。(3) 全身性アミロイドー
シス各病型（AL/AH, ATTRv, ATTRwt, 他の遺伝
性）に対する診断基準の研究班暫定案を作成し、

日本循環器学会に承認を申請した。安東班で実施

した全身性AAアミロイドーシスに関する全国疫
学調査を論文発表した。(4) 京都大学医の倫理審

査委員会に中央倫理審査を申請するため、研究実

施計画書「研究課題名：オールジャパンで行う全

身性アミロイドーシスコホート研究Japan Cohort 

Study of Systemic Amyloidosis (J-COSSA)」を作成し
た。(5) ファイザー製薬の協力を得てFAP家族性ア
ミロイドポリニューロパチーの患者ケアマニュア

ルを作成した。(6) 腎アミロイドーシスWGを中心
に、厚労科研「難治性腎障害に関する調査研究」

班ネフローゼ症候群WGと合同で、腎アミロイド

ーシス診療ガイドラインWG暫定案を作成した。
(7) 熊本にて「道しるべの会」（FAP家族性アミロ
イドポリニューロパチー患者・家族会）講演会・

総会（7月22日）、交流会（12月1日～2日）を開催
した。 

 

D. 考察 
【項目番号は研究の目的に対応】(1) ロンドン
大学医学部 Centre for Amyloidosis and Acute Phase 

Proteins を始め、国内外からアミロイドーシスの
コンサルテーションを受け付ける referral centreは
世界に数カ所存在するが、国内数カ所の施設で抗

体を共有し、ネットワークを結んでコンサルテー

ションを受け付ける体制は、世界的に見ても類を

見ない独創的取り組みである。次年度以降、病理

コンサルテーション体制を始めとするアミロイ

ドーシスの総合的診断体制を維持・発展させる。

(2) 次年度以降も、同診断体制による診断件数、

診断確定率、各病型症例数を集計・公表する。(3) 

次年度、関連学会（日本循環器学会、日本神経学

会、日本血液学会、日本腎臓学会、日本アミロイ

ドーシス学会等）で承認を得た後、診断基準を公

表する。現在アミロイドーシス各病型に対応する

系統的な国際診断基準自体が無く、本診断基準の

策定は、日本国内はもとより、英文論文による発

表などを通して国際的にも意義のある取り組み

となり得る。(4) 次年度以降、AMED 難病プラッ
トフォームによるレジストリ研究を開始すると

共に、データを用いた疫学研究等を実施する。(5) 
今年度研究班会議や各 WG で行った議論を基に、
内容等の検討をさらに進め、次年度以降、各病型

アミロイドーシス患者のケアマニュアルを公表

する。(6) 今年度研究班会議や各 WG で行った議
論を基に、内容等の検討をさらに進め、次年度以

降、心、腎アミロイドーシス診療の手引を公表す

る。(7) 熊本にて「道しるべの会」講演会・総会、
交流会を引き続き開催すると共に、他地域の家族

会も引き続き活動を続け、全国的な交流を促進す

る。 
 

E. 結論 
研究班ホームページでコンサルテーションの

受付を開始することにより、総合的診断体制を開

始し、診断件数、診断確定率、各病型症例数を集

計した。全身性アミロイドーシス各病型診断基準

の研究班暫定案を作成し、日本循環器学会に承認

を申請した。安東班で実施した全身性 AAアミロ
イドーシスに関する全国疫学調査を論文発表し

た。京都大学医の倫理審査委員会に中央倫理審査

を申請するため、研究実施計画書「研究課題名：

オールジャパンで行う全身性アミロイドーシス

コホート研究 Japan Cohort Study of Systemic 

Amyloidosis (J-COSSA)」を作成した。FAP家族性
アミロイドポリニューロパチーの患者ケアマニ

ュアルを作成した。厚労科研「難治性腎障害に関

する調査研究」班と合同で、腎アミロイドーシス

診療ガイドライン暫定案を作成した。熊本にて

「道しるべの会」（FAP 家族性アミロイドポリニ

ューロパチー患者・家族会）講演会・総会、交流

会を開催した。 
 

F. 健康危険情報 
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Takayasu arteritis. J Nucl Cardiol doi: 
10.1007/s12350-019-01665-4, 2019. 
3) Tahara N, Kojima R, Yoshida R, Bekki M, 

Sugiyama Y, Tahara A, Maeda S, Honda A, Igata S, 
Nakamura T, Sun J, Matsui T, Fukumoto Y, Matsui T, 
Yamagishi SI: Serum levels of protein-bound 

methylglyoxal-derived hydroimidazolone-1 are 
independently correlated with asymmetric 
dimethylarginine. Rejuvenation Res doi: 

10.1089/rej.2018.2152, 2019. 
4) Igata S, Tahara N, Sugiyama Y, Bekki M, 
Kumanomido J, Tahara A, Honda A, Maeda S, Nashiki 

K, Nakamura T, Sun J, Abe T, Fukumoto Y: Utility of 
the amplitude of RV1+SV5/6 in assessment of 
pulmonary hypertension. PLoS One 13(11): e0206856, 

2018. 
5) Saku K, Tahara N, Takaseya T, Shintani Y, Takagi K, 
Shojima T, Kurata S, Fujimoto K, Abe T, Fukumoto Y, 

Tanaka H: Multimodal imaging of cardiac-calcified 
amorphous tumor. J Nucl Cardiol doi: 
10.1007/s12350-018-01510-0, 2018. 

6) Ishibashi K, Eishi Y, Tahara N, Asakura M, 
Sakamoto N, Nakamura K, Takaya Y, Nakamura T, 
Yazaki Y, Yamaguchi T, Asakura K, Anzai T, Noguchi 

T, Yasuda S, Terasaki F, Hamasaki T, Kusano K: 
Japanese Antibacterial Drug Management for Cardiac 
Sarcoidosis (J-ACNES): A multicenter, open-label, 

randomized, controlled study. J Arrhythm 34(5): 
520-526, 2018. 
7) Tahara N, Bekki M, Sugiyama Y, Tahara A, 

Fukumoto Y: Importance of extracardiac FDG uptake 
to diagnose cardiac sarcoidosis. J Nucl Cardiol doi: 
10.1007/s12350-018-1425-2, 2018. 

8) Imai S, Tahara N, Hiromatsu S, Fukumoto Y, 
Tanaka H: Endovascular repair for inflammatory 
abdominal aortic aneurysm. Eur Heart J Cardiovasc 

Imaging 19(10): 1191-1192, 2018. 
9) Maeda S, Tahara N, Takase F, Bekki M, Tahara A, 
Honda A, Igata S, Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, 

Kurata S, Fujimoto K, Abe T, Fukumoto Y: Diagnostic 
performance of FDG-PET/CTA in native mitral valve 
endocarditis. J Nucl Cardiol 26(2): 681-683, 2019. 

10) Bekki M, Tahara N, Tahara A, Igata S, Honda A, 

Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, Kumashiro Y, Matsui 
T, Fukumoto Y, Yamagishi S-I: Switching dipeptidyl 
peptidase-4 inhibitors to tofogliflozin, a selective 

inhibitor of sodium-glucose cotransporter 2 improves 
arterial stiffness evaluated by cardio-ankle vascular 
index in patients with type 2 diabetes: a pilot study. 

Curr Vasc Pharmacol doi: 
10.2174/1570161116666180515154555, 2018. 
11) Bekki M, Tahara N, Tahara A, Honda A, Igata S, 

Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, Kurata S, Fujimoto K, 
Abe T, Tanaka H, Suda K, Fukumoto Y: 
Anti-inflammatory effect of statin in coronary 

aneurysms late after Kawasaki disease. J Nucl Cardiol 
26(2): 671-673, 2019. 
12) Kaida H, Azuma K, Toh U, Kawahara A, 

Sadashima E, Hattori S, Akiba J, Tahara N, Rominger 
A, Ishii K, Murakami T, Ishibashi M: Correlations 
between dual-phase 18F-FDG uptake and 

clinicopathologic and biological markers of breast 
cancer. Hell J Nucl Med 21(1): 35-42, 2018. 
13) Saku K, Shintani Y, Tahara N, Kikusaki S, Imai S, 

Shojima T, Takagi K, Kurata S, Fujimoto K, Abe T, 
Fukumoto Y, Tanaka H. Inflammatory reaction of a 
pericardial foreign body after cardiac surgery. J Nucl 

Cardiol 26(1): 328-329, 2019. 
14) Saku K, Tahara N, Takagi K, Imai S, Takaseya T, 
Kurata S, Fujimoto K, Abe T, Fukumoto Y, Tanaka H: 

Inflammatory activity of degenerated Freestyle valve 
17 years after ROSS procedure. J Nucl Cardiol 25(5): 
1863-1864, 2018. 

15) Yamaki T, de Haas HJ, Tahara N, Petrov A, Mohar 
D, Haider N, Zhou J, Tahara A, Takeishi Y, Boersma 
HH, Scarabelli T, Kini A, Strauss HW, Narula J: 

Cardioprotection by minocycline in a rabbit model of 
ischemia/reperfusion injury: Detection of cell death by 
in vivo 111In-GSAO SPECT. J Nucl Cardiol 25(1): 

94-100, 2018. 
16) Nakamura T, Ogo T, Tahara N, Fukui S, Tsuji A, 
Ueda J, Fukumoto Y, Nakanishi N, Ogawa H, Yasuda 

S: Thalidomide for Hereditary Hemorrhagic 
Telangiectasia with Pulmonary Arterial Hypertension. 
Circ J 82(4): 1205-1207, 2018. 

17) Iwanaga J, Watanabe K, Saga T, Tahara N, Tabira 
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Y, Sakuragi A, Kaji K, Takahashi K, Yamaki KI: 
Anatomical and Radiological Analyses of L-shaped 
Kidney with Vascular Anomalies. Kurume Med J 

64(1.2): 21-24, 2018. 
18) Nakamura T, Tahara N, Tahara A, Honda A, Igata 
S, Bekki M, Sugiyama Y, Sun J, Kumagai E, Kurata S, 

Fujimoto K, Abe T, Kato S, Tanaka H, Fukumoto Y: 
Right ventricular workload assessed by FDG-PET in a 
patient with residual VSD and infundibular pulmonary 

stenosis after repair of tetralogy of Fallot. J Nucl 
Cardiol 25(3): 1053-1055, 2018. 
19) Nakamura T, Tahara N, Tahara A, Honda A, Bekki 

M, Sugiyama Y, Sun J, Kumagai E, Kurata S, Fujimoto 
K, Abe T, Igata S, Fukumoto Y: Myocardial metabolic 
improvement prior to electrocardiographic or 

volumetric changes of the right ventricle in pulmonary 
arterial hypertension. J Nucl Cardiol 25(1): 358-359, 
2018. 

 
2. 学会発表 
内木宏延 

1) 内木宏延: ヒトアミロイドーシス発症の分子機
構. 第 107回日本病理学会総会, 札幌, 6,21-23, 
2018. 

2) 内木宏延: 病型診断の重要性とアミロイドーシ
ス調査研究班の取り組み（アミロイドーシスの診

断法の発展を追う）. 第 6回日本アミロイドーシ

ス研究会学術集会, 松本, 8,25, 2018. 
3) 内木宏延: アミロイドーシス発症の分子機構
と病型診断の重要性（アミロイドーシス発症の原

理に基づく予測と予防の新展開）. 第 91回日本生
化学会大会, 京都, 9,24-26, 2018. 
 

安東由喜雄 

1) 安東由喜雄: 末梢神経疾患の診断と治療～FAP
の最新の話題を含めて～. 第 59回日本神経学会学

術大会, 札幌，5,23-26, 2018 
2) 安東由喜雄: アミロイドーシスのすべて－2017
年診療ガイドライン. 第 59回日本神経学会学術大

会, 札幌, 5,23-26, 2018.   
3) 安東由喜雄: 見逃してはいけない日常診療に
潜むアミロイドーシス ~Red-flagによるTTR-FAP

鑑別診断~. 第 36回日本神経治療学会学術集会, 

東京, 11,23-25, 2018.  
4) 安東由喜雄: アミロイドーシスが引き起こす
様々なニューロパチーの最新の知見. 第 224回日

本神経学会九州地方会, 熊本, 12,22, 2018.  
5) 安東由喜雄: 循環器症状を伴う末梢神経障害
疾患 TTR-FAPを見逃さない. 第 83回日本循環器

学会学術集会 ファイアサイドセミナー, 横浜, 
3.29, 2019 
 

山田正仁 

1) Sakai K, Ueda M, Fukushima W, Tamaoka A, Shoji 
M, Ando Y, Yamada M: Nationwide survey on cerebral 

amyloid angiopathy in Japan. The 6th International 
CAA Conference, Lille, September 6-8, 2018. 
2) Sakai K, Asakawa M, Takahashi R, Ishida C, 

Nakamura R, Hamaguchi T, Ono K, Iwasa K, Yamada 
M: Coexistence of transthyretin- and Aβ-type cerebral 
amyloid angiopathy in a patient with hereditary 

transthyretin V30M amyloidosis. 19th International 
Congress of Neuropathology/4th Asian Congress of 
Neuropathology/ 59th Annual Meeting of the Japanese 

Society of Neuropathology/ 36th Annual Meeting of 
the Japan Society of Brain Tumor Pathology
（ICN2018）, Tokyo, September 23-27, 2018. 

3) Hamaguchi T, Komatsu J, Sakai K, Aoki S, Ikeuchi 
T, Yamada M: Clinicopathological study of cerebral 
amyloid angiopathy-related cerebrovascular diseases 

in young adults about 3 decades after neurosurgeries in 
the early childhood. Asian Pacific Prion Symposium 
2018（APPS2018), Tokyo, October 4-5, 2018. 

4) 坂井健二, 植田光晴, 玉岡 晃, 東海林幹夫, 安
東由喜雄, 山田正仁: Nationwide survey on cerebral 
amyloid angiopathy in Japan。第 59回日本神経学会

学術大会, 札幌, 5.23-26, 2018. 
5) 坂井健二, 山田正仁: 脳アミロイドアンギオパ
チーと認知機能障害. 第 9回日本脳血管・認知症

学会総会（VAS-COG Japan 2018）, 別府, 8.4-5, 
2018. 
6) 濵口 毅, 小松潤史, 坂井健二, 山田正仁: 若年

発症の脳アミロイドアンギオパチーの臨床病理学

的検討。第 6回日本アミロイドーシス研究会学術
集会, 松本, 8.25, 2018. 

7) 植田光晴, 関島良樹, 三隅洋平, 増田曜章,   
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矢崎正英, 小池春樹, 山田正仁, 山下太郎,      
安東由喜雄: 全国疫学調査を基にした家族性アミ
ロイドポリニューロパチーの実態解明. 第 29回日

本末梢神経学会学術集会, 下関, 9.7-8, 2018. 
8) Sakai K, Ueda M, Tamaoka A, Shoji M, Ando Y, 
Yamada M: Nationwide survey on cerebral amyloid 

angiopathy in Japan. 第 37回日本認知症学会学術集
会, 札幌, 10.12-14, 2018. 
9) 濵口 毅, 小松潤史, 坂井健二, 山田正仁: 幼少

期に脳外科手術を受け若年で発症した脳アミロ

イドアンギオパチーの 2例. 第 23回日本神経感染
症学会総会・学術集会, 東京, 10.19-20, 2018. 

 
玉岡 晃 
1) Kenji Sakai, Mitsuharu Ueda, Akira Tamaoka, 

Mikio Shoji, Yukio Ando, Masahito Yamada: 
Nationwide survey on cerebral amyloid angiopathy in 
Japan, 59th Annual Meeting of the Japanese Society 

of Neurology(Sapporo), May 24, 2018. 
2) Yasushi Tomidokoro, Kazuhiro Ishii, Kazuhiro Irie, 
Akira Tamaoka: Toxic Abeta conformer and tau in 

CSF obtained from the cases of AD dementia, a 
preliminary study, 59th Annual Meeting of the 
Japanese Society of Neurology(Sapporo), May 25, 

2018. 
3) Fumiko Yamamoto, Kaori Taniguchi, Naomi 
Mamada, Akira Tamaoka, Fuyuki Kametani, 

Madepalli K. Lakshmana, Wataru Araki: Enhancement 
of the autophagy-lysosomal pathway modulates the 
process of beta-amyloid generation, 59th Annual 

Meeting of the Japanese Society of 
Neurology(Sapporo), May 26, 2018. 
4) 玉岡晃：アルツハイマー病に対する治療の現状

と今後の展望, 第 59回日本神経学会学術大会（札
幌）, 5,24, 2018. 
5) 細井崇弘，石井一弘，遠坂直希，山口晢人，岸

田 大，関島良樹，玉岡晃：再発性髄膜炎をてい
した家族性地中海熱の４２歳男性例．第２２６回

日本神経学会関東・甲信越地方会（東京）、9,1, 

2018. 
6) 玉岡 晃：認知症：予防の現況と展望、第２７
回日本認知症学会学術集会（札幌）、10.12, 2018. 

7) 冨所 康志，石井 一弘，入江 一浩，玉岡 晃: 脳

脊髄液中の Aβ毒性コンホマー量とタウの関連. 
第 37回日本認知症学会学術集会, 札幌, 10,12-14, 
2018. 

8) 玉岡 晃：認知症の予防の現状と展望. 第 37回
日本認知症学会学術集会, 札幌, 10,12, 2018. 
9) 玉岡 晃：改訂された新しい『認知症疾患診療

ガイドライン 2017』、第９回関東脳神経外科認知
症研究会（東京）、11,10, 2018． 
10) 玉岡 晃：認知症：診断と治療の最前戦〜「診

療ガイドライン 2017」改訂のポイントを中心に． 
平成 30年度日本神経学会関東・甲信越地区生涯
教育して講演会（東京）、12,2, 2018. 

 
東海林幹夫 
1) 東海林幹夫，Alzheimer 病臨床研究の現状。日

本安全性薬理研究会．第 9 回学術年会，一般公開
シンポジウム：アルツハイマー病のバイオマーカ

ーと治療標的の同定．東京大学，東京，2,8, 2018.  

2) 東海林幹夫，共催シンポジウム 3 アミロイドは
どうしてたまるか？―アミロイド代謝とその治療
的介入 Alzheimer病免疫療法の可能性 第8会認知

症予防学会，日本教育会館 東京，23, 9, 2018.  
3) 内木 宏延: ヒトアミロイドーシス発症の分子
機構. 第 107 回日本病理学会総会, 札幌, 6,21-23, 

2018. 
4) Takeshi Kawarabayashi, Takumi Nakamura, Mie 
Hirohata, Yusuke Seino, Mikio Shoji, Accumulation of 

Aβ oligomers induces phosphorylated tau in synaptic 
lipid rafts. Alzheimer’s Association International 
Conference (AAIC) 2018 Chicago, July 23, 2018 

5) Takumi Nakamura, Takeshi Kawarabayashi, 
Yusuke Seino, Mie Hirohata, Mikio Shoji, APOEε4 
suppresses age-dependent increase in plasma Aß42 

levels. Neuroscience 2018, the Society for 
Neuroscience, 48th Annual Meeting, San Diego, 
November 6, 2018 

6) Yusuke Seino, Takumi Nakamura, Mie Hirohata, 
Takeshi Kawarabayashi, Mikio Shoji, Cerebrospinal 
fluid and blood biomarkers in neurological diseases 

第 37回日本認知症学会学術集会 札幌 12,10, 
2018. 
7) 瓦林毅，成田早希子，佐藤薫，中村琢洋，廣畑

美枝，清野祐輔，中畑直子，東海林幹夫．組み換
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えダイズ蛋白によるアルツハイマー病経口免疫

療法の開発．第 37回日本認知症学会学術集会．
札幌, 13, 10, 2018. 

 
高市憲明 

1) 渡邉 駿, 早見 典子, 小黒 昌彦, 大島 洋

一, 井熊 大輔, 関根 章成, 川田 真宏, 平松 

里佳, 住田 圭一, 長谷川 詠子, 山内 真之, 諏

訪部 達也, 星野 純一, 澤 直樹, 石井 保

夫, 高市 憲明, 大橋 健一, 藤井 丈士, 矢崎 

正英, 乳原 善文 ：2度の腎生検で診断された AH

アミロイドーシスの 10年の経過. 第 63 回日本透

析医学会学術集会. 神戸, 6/29-3, 2018. 

 
山田俊幸 

1) Yamada T, Okuda Y: Features and changes in AA 
amyloidosis in Japan. XVIth International Symposium 
on Amyloidosis, 熊本, 3,28, 2018. 

2) Tanaka M, Kawakami T, Yamada T, Mukai T: Effect 
of carboxyl-terminal truncation on amyloid fibril 
formation of human serum amyloid. XVIth 

International Symposium on Amyloidosis, 熊本, 3,29, 
2018. 
3) Okuda Y, Yamada T, Ueda M, Ando Y: Nationwide 

survey of 199 patients with reactive AA amyloidosis 
in Japan. XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, 熊本, 3,26, 2018. 

4) Kawaguchi K, Yamada T: Carbamylation of human 
serum amyloid A. XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, 熊本, 3,26, 2018. 

5) 奥田恭章, 山田俊幸: AA アミロイドーシスに
関する初めての全国疫学調査．結果と特徴．第 62
回日本リウマチ学会学術集会, 東京, 4, 27, 2018. 

6) 川口公平, 佐藤純司, 山田俊幸: ヒト末梢血単
核球との反応により生じたヒト rSAA断片の解析．
第 6日本アミロイドーシス研究会学術集会, 松本, 

8,25, 2018. 
 
重松 隆 

1) Toru Mima, Yuri Nakashima, Masaki Ohya, 
Mitsuru Yashiro, Kazuki Kawakami, Shigeo Negi, 
Takashi Shigematsu: FGF23-Klotho axis involving B 

cell immune response and possibly causing for ESRD 

patients as immunocompromised hosts. ISN Frontiers 
Meetings 2018. 2.22-25, Tokyo, Japan. 
2) Masaki Ohya, Kazuki Kawakami, Tomohiro Sonou, 

Mitsuru Yashiro, Toru Mima, Shigeo Negi, Takashi 
Shigematsu. Wakayama Medical University, 
Wakayama, Japan. : 1,25-Dihydroxyvitamin D 

Stimulation Increases FGF23 Expression in Calcified 
Vessels Under High Phosphate Condition. ASN 
Kidney Week 2018.10.23-28, San Diego, USA 

3) Masaki Ohya, Tomohiro Sonou, Takashi 
Shigematsu, Kouji Okuda, Yuko Iwashita, Mitsuru 
Yashiro, Tomohiro Shoshihara, Kazunori Kawakami, 

Yuri Nakashima, Toru Mima, Shigeo Negi: 
Magnesium prevents phosphate-induced vascular 
medial calcification via TRPM7 and Pit-1 in an aortic 

tissue culture ex-vivo model. ISN Frontiers Meetings 
2018. 2.22-25, Tokyo, Japan. 
4) 重松隆・根木茂雄・大矢昌樹: 本邦における 

ESRDの現状と課題.第 48回日本腎臓学会西部学
術大会,徳島,9.28-29,2018 
5) 重松隆・大矢昌樹: CKD患者における腎性貧血

と CKD-MBD. 第 8回日本腎臓リハビリテーショ
ン学会学術集会,仙台,3.17-18,2018. 
6) 大矢昌樹・河上和紀・重松隆：FGF23とビタミ

ン D～石灰化血管におけるビタミン D 刺激によ
る FGF23産生～.第 63回日本透析医学会学術集
会・総会, 神戸, 6.29-7.1, 2018 

 
奥田恭章 

1) Y Okuda, T Yamada, M Ueda, Y Ando. Nationwide 

survey of 199 reactive amyloid A amyloidosis in Japan. 
The XVIth International Symposium on Amyloidosis. 
2018.3.26-29 Kumamoto, Japan. 

2) 奥田恭章、山田俊幸. AAアミロイドーシスに関
する初めての全国疫学調査-結果と特徴- 第 62回
日本リウマチ学会総会・学術集会. 2018.4.26-28 東

京 
3) 奥田恭章: シンポジウム 2：AAアミロイドーシ
スにおける新既治療法の発展と現況. 第 6回日本

アミロイドーシス研究会・学術集会 2018.8.25 松
本市 
4) T Yamada, Y Okuda. Futures and changes in AA 

amyloidosis in Japan. The XVIth International 
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Symposium on Amyloidosis. 2018.3.26-29 Kumamoto, 
Japan 
5) S Nishi, Y Okuda, H Fujii, S Goto, K Kono, M 

Yoshikawa, S Watanabe, M Ueda, Y Ando. 
Intraventricular septum thickness (IVST) 
independently increases according to the decline of 

eGFR in AA amyloidosis. The XVIth International 
Symposium on Amyloidosis. 2018.3.26-29 Kumamoto, 
Japan 

 
畑 裕之 

1) 再発難治多発性骨髄腫 12例におけるエロツズ

マブ、レブラミド、デキサメサゾン療法の治療成

績: 奥野 豊, 河野 和, 上野 志貴子, 畑 裕之, 松
岡 雅雄。第 80回日本血液学会学術集会 2018年

10月 大阪 
2) 骨髄形質細胞と骨髄腫細胞はケモカインレセ
プターCCR10を高発現する: 河野 和, 松下 豊, 

笹野 孝行, 西村 直, 畑 裕之, 松岡 雅雄。 
第 80回日本血液学会学術集会 2018年 10月 大
阪 

3) t(11;14)を有する形質細胞性疾患に合併した 2例
の後天性 Fanconi症候群の報告: 古田 梨愛, 河野 
和, 立津 央, 井上 秀樹, 菊川 佳敬, 奥野 豊, 畑 

裕之, 松岡 雅雄。第 80回日本血液学会学術集会 
2018年 10月 大阪. 
 

小池春樹 

1) Koike H, Pathology and pathogenetic aspect: 
classic model of AIDP vs. paranodal lesion of CIDP, 

16th Asian Oceanian Congress of Neurology, Seoul 
November 8-11, 2018. 
2) Koike H, Nutritional neuropathy, 16th Asian 

Oceanian Congress of Neurology, Seoul November 
8-11, 2018. 
3) Koike H, Pathology of familial amyloid 

polyneuropathy, 19th International congress of 
Neuropathology, Japan, Tokyo, September 22-25, 
2018. 

4) Koike H, Diagnosis and treatment of peripheral 
neuropathies, The XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 26-29, 2018. 

5) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 

M, Katsuno M, Sobue G, Ultrastructural mechanisms 
of macrophage-induced demyelination in chronic 
inflammatory demyelinating polyneuropathy: an 

observation on longitudinal sections, 9th International 
congress of Neuropathology, Japan, Tokyo, September 
23-25, 2018. 

6) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 
M, Misumi Y, Ando Y, Ikeda SI, Katsuno M, Sobue G, 
Vasculopathy in hereditary transthyretin amyloidosis: 

an electron microscopic study, 19th International 
congress of Neuropathology, Japan, Tokyo, September 
23-27, 2018. 

7) Nishi R, Koike H, Ikeda S, Ken Ohyama, 
Kawagashira Y, Iijima M, Katsuno M, Sobue G, 
Clinicopathological features of eosinophilic 

granulomatosis with polyangiitis with and without 
anti-neutrophil cytoplasmic antibodies, 2018 
Peripheral Nerve Society Annual Meeting, USA, 

Baltimore, July 22-25, 2018. 
8) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 
M, Katsuno M, Sobue G, Evolution of amyloid fibrils 

in transthyretin familial amyloid polyneuropathy: an 
ultrastructural study, 2018 Peripheral Nerve Society 
Annual Meeting, USA, Baltimore, July 22-25, 2018. 

9) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 
M, Katsuno M, Sobue G, Ultrastructural mechanisms 
of macrophage-induced demyelination in chronic 

inflammatory demyelinating polyneuropathy, 2018 
Peripheral Nerve Society Annual Meeting, USA, 
Baltimore, July 22-25, 2018. 

10) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 
M, Katsuno.M, Sobue G, Evolution of amyloid fibrils 
in hereditary ATTR amyloidosis:an ultrastructural 

study, The XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 26-29, 2018. 
11) Koike H, Nishi R, Ikeda S, Kawagashira Y, Iijima 

M, Yasuda T, Mukai E, Date Y, Shiomi K, Nakazato 
M, Katsuno.M, Sobue G, Common 
clinicopathological features in late-onset hereditary 

ATTR amyloidosis (Ala97Gly, Val94Gly, and 
Val30Met), The XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 26-29, 2018. 

12) Koike H, Nakamura T, Nishi R, Ikeda S, 
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Kawagashira Y, Iijima M, Katsuno.M, Sobue G, 
Cardiac and peripheral vasomotor autonomic functions 
in hereditary ATTR amyloidosis with non-Val30Met 

mutation, The XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 26-29, 2018. 
13) Nakamura T, Koike H, Nishi R, Ikeda S, 

Kawagashira Y, Iijima M, Katsuno.M, Sobue G, 
Cardiac and peripheral vasomotor autonomic functions 
in hereditary ATTR amyloidosis with Val30Met 

mutation, The XVIth International Symposium on 
Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 26-29, 2018. 
14) Yamashita Y, Sekijima Y, Koike H, Ueda M, 

Yoshinaga T, Kodaira M, Sobue G, Katsuno M, Singh 
T, Hashimoto Y, Kadam K, Hou A, Ando Y, Patisiran, 
an investigational RNAi therapeutic for patients with 

hereditary transthyretin-mediated (hATTR) 
amyloidosis: Phase 3 APOLLO study subanalysis of 
Japanese patients, The XVIth International 

Symposium on Amyloidosis, Japan, Kumamoto March 
26-29, 2018. 
15) Sekijima Y, Yazaki M, Ueda M, Koike H, Yamada 

M, Ando Y, First nationwide survey on systemic 
wild-type ATTR amyloidosis in Japan, The XVIth 
International Symposium on Amyloidosis, Japan, 

Kumamoto March 26-29, 2018.  
16) 小池春樹: 末梢神経疾患をめぐる病態と治療
法の新たな展開. 第59回日本神経学会学術大会, 

札幌, 5, 23-26, 2018.  
17) 小池春樹 : アルコール性・栄養欠乏性ミエロ
パチー. 第59回日本神経学会学術大会, 札幌, 5, 

23-26, 2018. 
18) 小池春樹: 痛みの神経病理. 第29回日本末梢
神経学会学術集会, 下関, 9, 7-8, 2018. 

19) 小池春樹: 免疫介在性ニューロパチーおける
血液神経関門の破綻と病態. 第30回日本神経免疫
学会学術集会, 郡山, 9, 20-21, 2018. 

 
島崎千尋 

1) Shimazaki C. Current diagnosis and treatment of 

AL amyloidosis in Japan. 第 80回日本血液学会学
術集会, 大阪, 10.12-14, 2018. 
2) Fuchida S, Taminishi Y, Matsui S, Hatsuse M, 

Murakami S, Shimazaki C. Retrospective analysis of 

IgM AL amyloidosis in our hospital. 第 80回日本血
液学会学術集会, 大阪, 10.12-14, 2018. 
3) Fuchida S, Taminishi Y, Matsui S, Hatsuse M, 

Murakami S, Shimazaki C. Retrospective analysis of 
45 cases with cardiac AL amyloidosis in our hospital. 
The XVIth International Symposium on Amyloidosis. 

Kumamto, 3.26-29, 2018.  
4) 淵田真一, 民西葉子, 松井紗央梨, 初瀬真弓, 
村頭智, 島崎千尋：心 ALアミロイドーシス 45例

における突然死に関する後方視的検討. 第 6回日
本アミロイドーシス研究会学術集会, 松本, 8,25, 
2018. 

 
飯田真介 

1) Iida S, Matsumoto M, Kosugi H, Noguchi H, 

Suzuki A, Yamazaki H, Shibayama H: Subcutaneous 
delivery of daratumumab in Japanese patients with 
RRMM: a phase 1 study. 第 80回日本血液学会学術

総会, 大阪, 10, 12-14, 2018. 

2) Iida S, Maruyama D, Ogawa G, Kusumoto S, 
Fukuhara S, Seo S, Miyazaki K, Yoshimitsu M, 

Kuroda J, Tsukamonoto N, Tsujimura H, Hangaishi A, 
Yamauchi T, Utsumi T, Mizuno H, Takamatsu Y, 
Nagata Y, Minauchi K, Ohtsuka E, Hanamura I, 

Tokunaga T, Yoshida S, Yamasaki S, Suehiro Y, 
Kamiyama Y, Miyamoto K, Watanabe Y, Tsukasaki K, 
Nagai H: Randomized phase II study to optimize MPB 

in untreated transplant-ineligible myeloma: JCOG1105. 
第 80 回日本血液学会学術総会, 大阪, 10, 12-14, 

2018. 

3) Maruyama D, Iida S, Ogawa G, Kusumoto S, 
Fukuhara S, Seo S, Miyazaki K, Yoshimitsu M, 
Kuroda J, Tsukamonoto N, Tsujimura H, Hangaishi A, 

Yamauchi T, Utsumi T, Mizuno H, Takamatsu Y, 
Nagata Y, Minauchi K, Ohtsuka E, Hanamura I, 
Tokunaga T, Yoshida S, Yamasaki S, Suehiro Y, 

Kamiyama Y, Miyamoto K, Watanabe Y, Tsukasaki K, 
Nagai H: Randomized phase II study for optimizing 
melphalan, prednisolone and bortezomib (MPB) in 

transplant-ineligible newly diagnosed multiple 
myeloma (NDMM): Japan Clinical Oncology Group 
Study (JCOG1105). The 23rd Congress of the 

European Hematology Association (EHA23), 
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Stockholm, June, 14-17, 2018. 
 
植田光晴 

1) 植田光晴、安東由喜雄：アミロイドーシスの診
断と治療 update - ガイドライン 2017．平成 29年
度日本神経学会九州地区生涯教育講演会、March 

11, 2018, 福岡 
2) 植田光晴、安東由喜雄：家族性アミロイドポリ
ニューロパチーの早期診断と治療. シンポジウム

「神経内科医が知っておくべき代謝性神経疾患 =
保険治療の最前線=」、第 59回日本神経学会学術
大会, May 23-26, 2018, 札幌 

3) 植田光晴：アミロイドーシスの非侵襲的診断・
病態評価法の発展．シンポジウム 「アミロイド
ーシスの診断法の発展を追う」、第 6回 日本アミ

ロイドーシス研究会、Aug 25, 2018, 松本  
4) 植田光晴、安東由喜雄：加齢により発症するト
ランスサイレチンアミロイドーシスの病態解析．

ワークショップ「組織恒常性のフレキシビリティ

ー低下と加齢関連疾患」、第 41回日本分子生物
学会年会、Nov 28-30, 2018, 横浜 

 
大橋健一 

1) 渡邉 駿, 早見 典子, 小黒 昌彦, 大島 洋一, 

井熊 大輔, 関根 章成, 川田 真宏, 平松 里佳, 住
田 圭一, 長谷川 詠子, 山内 真之, 諏訪部 達也, 
星野 純一, 澤 直樹, 石井 保夫, 高市 憲明, 大橋 

健一, 藤井 丈士, 矢崎 正英, 乳原 善文. 2度の腎
生検で診断されたAHアミロイドーシスの 10年の
経過 

日本透析医学会雑誌(1340-3451)51巻 Suppl.1 
Page521(2018.05) 
 

小野賢二郎 

1) Ono K, Watanabe-Nakayama T, Itami M, Takahashi 
R, Teplow DB, Yamada M: High-speed atomic Force 

Microscopy Reveals Structural Dynamics of Amyloid 
β1-42 Aggregates(2). Alzheimer's Association 
International Conference 2018(AAIC), Chicago(USA), 

July 22-26, 2018. 
2) 小野賢二郎, 中山隆宏, 伊丹将大, 高橋良一, 
Teplow DB, 山田正仁: High-Speed Atomic Force 

Microscopy Reveals Structural Dynamics of Amyloid 

β1-42 Aggregates (2). 第 59回日本神経学会学術大
会, 札幌, 5,23-26, 2018. 
3) 黒田岳志, 森友紀子, 二村明徳, 四郎丸あずさ, 

矢野 怜, 金野竜太, 村上秀友, 小野賢二郎: アル
ツハイマー病における微小脳出血の検討. 第 59回
日本神経学会学術大会, 札幌, 5,23-26, 2018. 

4) 二村明徳, 四郎丸あずさ, 森 友紀子, 黒田岳志, 
矢野 怜, 金野竜太, 村上秀友, 小野賢二郎: ADと
DLBの鑑別における ECD-脳血流 SPECT CIS core

の有用性について. 第 59回日本神経学会学術大会, 
札幌, 5,23-26, 2018. 
5) 小野賢二郎: 原子間力顕微鏡および電子顕微鏡

によるアミロイド構成蛋白質凝集の観察. 日本顕
微鏡学会第 74回学術講演会・第 11回風戸賞受賞
講演会 福岡, 5,29-31, 2018. 

6) 小野賢二郎: シロスタゾールの抗アミロイド効
果. 第 9 回日本脳血管・認知症学会総会, 大分, 
8,4-5, 2018. 

7) 小野賢二郎: 蛋白凝集から神経変性疾患の治療
戦略を探る. 第 6回日本アミロイドーシス研究会
学術集会, 長野, 8,25, 2018. 

8) 黒田岳志, 森 友紀子, 二村明徳, 四郎丸あずさ, 
笠井秀世, 矢野 怜, 金野竜太, 村上秀友,小野賢二
郎: アルツハイマー病における脳微小出血と脳脊

髄液循環障害の関連性についての検討. 第 6 回日
本アミロイドーシス研究会学術集会, 松本, 8,25, 
2018. 

9) 小野賢二郎: Treatment of Alzheimer's disease: 
Current situation and prospect. 第40回日本生物学的
精神医学会・第 61 回日本神経化学会大会 合同年

会, 神戸, 9,6-8, 2018. 
10) 小野賢二郎: Supratherapeutic concentrations of 
cilostazol inhibits β-amyloid oligomerization in vitro, 

第 40回日本生物学的精神医学会・第 61回日本神
経化学会大会 合同年会, 神戸, 9,6-8, 2018. 
11) 小野賢二郎: アルツハイマー病の臨床病理病

態. 第 8 回日本認知症予防学会学術集会・第 5 回
日本認知症予防学会認知症予防専門医教育セミナ

ー, 東京, 9,22-24, 2018. 

12) 所澤修任, 小口達敬, 辻 まゆみ, 矢野 怜, 木
内祐二, 小野賢二郎: In vitro においてシロスタゾ
ールはβアミロイドのオリゴマー化を抑制する. 

第 37回日本認知症学会学術集, 札幌, 10,12-14, 
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13) 二村明徳, 四郎丸あずさ, 森 友紀子, 黒田岳
志, 矢野 怜, 金野竜太, 村秀友, 小野 賢二郎: AD 

と DLB の鑑別における ECD脳血流 SPECT CIS 
coreの有用性について. 第 37回日本認知症学会学
術集会, 札幌, 10,12-14, 2018. 

 
関島良樹 

1) Sekijima Y: Tools to define the earliest diagnosis. 

XVI International Symposium on Amyloidosis, 
Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018.  
2) Sekijima Y, Ueda M, Koike H, Misawa S, Ando Y: 

Japanese consensus of diagnosis and treatments for 
ATTRm amyloidosis. XVI International Symposium 
on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018.  

3) Sekijima Y, Yazaki M, Ueda M, Koide H, Yamada 
M, Ando Y: First nationwide survey on systemic 
wild-type ATTR amyloidosis in Japan. XVI 

International Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, 
Japan, 3, 26-28, 2018. 
4) Sekijima Y. Tools to define the earliest diagnosis. 

XVI International Symposium on Amyloidosis. 
Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018. 
5) Katoh N, Abe R, Ezawa N, Miyazaki D, Sekijima Y. 

Amyloid myopathy: Diagnosis, clinical 
presentation,pathology, and amyloid imaging findings 
of this raremyopathy associated with systemic 

immunoglobulin lightchain 
(AL) amyloidosis. XVI International Symposium on 
Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018. 

6) Sekijima Y, Mundayat R, Ishii T, Ando Y: The 
current status of the transthyretin amyloidosis 
outcomes survey (THAOS) in Japan. XVI 

International Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, 
Japan,3,26-28, 2018. 
7) Yazaki M, Yoshinaga T, Sekijima Y. A Japanise 

patient with late-onset cardiomyopathy: the first Asian 
case of V1221 hereditary ATTR amyloidosis. XVI 
International Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, 

Japan, 3, 26-28, 2018. 
8) Yazaki M, Yoshinaga T, Kametani F, Sekijima Y. 
Biochemical pathomechanism of prpgression of ocular 

and CNS amyloidosis in liver-transplanted hereditary 

ATTR amyloidosis patients. XVI International 
Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 
3,26-28, 2018. 

9) Ishii T, Sekijima Y, Ando Y. Patient profile with 
ATTR-FAP and evaluation of the safety and efficacy 
of tafamidis meglumine in Japan. XVI International 

Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 
3,26-28, 2018. 
10) Ueno A, Katoh N, Ezawa N, Ueno K, Sekijima Y. 

Therapeutic impact of lenalidomide-dexamethasone 
for patients with relapsed or refractory systemic light 
chain (AL) amyloidosis. XVI International 

Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 
3,26-28, 2018. 
11) Shibata Y, Yabe I, Matsushima M, Matsuda K, 

Nagai A, Kano T, Yamada T, Sekijima Y, Sasaki H. 
Hereditary ATTR amyloidosis with a 
pseudo-homozygous 

Ala120Ser(p.Ala140Ser)transthyretin mutation due to 
a primer site polymorphism. XVI International 
Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, Japan,3, 

26-28, 2018. 
12) Ezawa N, Katoh N, Oguchi K, Yoshinaga T, 
Yazaki M, Sekijima Y. Evalation of multiple organ 

amyloid involvement in systemic AL and ATTR 
amyloidosis using whole body 11C-PiB-PET imaging. 
XVI International Symposium on Amyloidosis, 

Kumamoto, Japan,3, 26-28, 2018. 
13) Mizuno H, Hoshino J, Yazaki M, Fujii T, Sekijima 
Y, Kametani F, Higuchi K, Ubara Y, Takaichi K. New 

Variant of beta2 microglobulin V27M in a patient with 
dialysis-related amyloidosis. XVI International 
Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 3, 

26-28, 2018. 
14) Jiang X, Buxbaum JN, Chapman J, Coelho T, 
Sekijima Y, Labaudiniere R, Kelly JW. A specific and 

versatile immunoassay suitable for the diagnosis of 
traansthyretin amyloidosis(ATTR) using a wide range 
of biological samples. XVI International Symposium 

on Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018. 
15) Yamashita T, Sekijima Y, Koike H, Ueda M, 
Yoshinaga T, Kodaira M, Sobue G, Katsuno M, Singh 

T, Hashimoto Y, Kadam K, Hou A, Ando Y. Patisiran, 
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an investigational RNAi therapeutic for patients with 
hereditary tranthyretin-mediated(ATTRm) 
amyloidosis: phase 3 APOLLO study subanalysis of 

Japanese patients. XVI International Symposium on 
Amyloidosis, Kumamoto, Japan, 3,26-28, 2018. 
16) Yoshinaga T, Yazaki M, Sekijima Y, Kametani F, 

Okumura N. Production and biochemical analysis of 
mutated fibrinogen Aα produced by CHO cells with 
△523 AGTC in FGA ‘Japan original mutation’. XVI 

International Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, 
Japan,3, 26-28, 2018. 
17) Yoshinaga T, Yazaki M, Kametani F, Uehara T, 

Komatsu O, Sekijima Y. The First Case of Wild-Type 
Cystatin C Amyloidosis identified from 
Granulomatous Amyloidoma in the Rectum. XVI 

International Symposium on Amyloidosis, Kumamoto, 
Japan,3,26-28, 2018. 
18) Sekijima Y: Cardiac ATTR Amyloidosis. 2nd 

Cardiac ASH conference, Seoul, Korea, 10,20-21, 
2018. 
19) Sekijima Y: Clinical Diversity of ATTR 

Amyloidosis. 2nd Cardiac ASH conference, Seoul, 
Korea, 10,20-21, 2018. 
20) Sekijima Y: Pathogenesis and Therapeutic Strategy 

for ATTR Amyloidosis. The 12th Institute for 
Biomedical Sciences International Symposium, 
Matsumoto, Japan, 1,21, 2019. 

21) 江澤直樹,加藤修明,小口和浩,吉長恒明,矢﨑正
英,関島良樹: 全身性アミロイドーシスにおける
11C-PiB-PETの多臓器アミロイド沈着評価. 第 59

回日本神経学会学術大会,札幌, 5,23-26, 2018. 
22) 小平農, 大橋信彦, 森田洋, 関島良樹: トラン
スサイレチン型 FAP患者における体幹部長さ依存

性細径線. 第 59回日本神経学会学術大会,札幌, 
5,23-26, 2018. 
23) 吉長 恒明, 矢﨑 正英, 亀谷 富由樹, 関島 良

樹: ドミノ肝移植レシピエントにおける医原性ア
ミロイドーシスの臨床病理的検討（第 2報）.第 59
回日本神経学会学術大会,札幌, 5,23-26,2018. 

24) 大橋信彦, 小平農, 森田洋, 関島良
樹:ATTR-FAP患者が CIDPと誤診される電気生理
学的ピットフォール. 第 59回日本神経学会学術大

会,札幌, 5,23-26, 2018. 

25) 加藤修明, 阿部隆太, 江澤直樹,宮崎大吾, 関
島良樹: ALアミロイドミオパチーの診断、臨床像、
病理像、およびアミロイドイメージング所見. 第

59回日本神経学会学術大会,札幌, 5,23-26,2018. 
26) 関島良樹: 教育セミナー｢著名な自律神経症状
を呈した 71歳男性｣. 第 142回信越地方会,新潟,6,3, 

2018. 
27) 関島良樹: 全身性アミロイドーシス update. 
第 6回日本アミロイドーシス研究会学術集会, 松

本, 8,25, 2018. 
28) 加藤修明,上野晃弘,小平農,関島良樹: AL アミ
ロイドーシス治療に伴うボルテゾミブニューロパ

チーの病像と電気生理学的特徴およびその発症予

測因子.  第 6回日本アミロイドーシス研究会学術
集会, 松本, 8,25, 2018. 

29) 吉長恒明,矢﨑正英,上原剛,亀谷富由樹,関島良
樹: 野生型シスタチン C 型 アミロイドーシスを
呈した消化管アミロイドーマの一例（続報）. 第 6

回日本アミロイドーシス研究会学術集会, 松本, 
8,25, 2018. 
30) 上野晃弘,加藤修明,関島良樹: 再発性/難治性

全身性 AL アミロイドーシスに対するレナリドミ
ド-デキサメサゾン療法の有効性. 第 6回日本アミ
ロイドーシス研究会学術集会, 松本, 8,25, 2018. 

31) 春日一希,大橋信彦,高曽根健,加藤修明,関島良
樹: 末梢神経障害を契機に診断された AHアミロ
イドーシスの 76歳、男性例. 第 226回日本神経学

会関東・甲信越地方会,東京, 9,1, 2018. 
32) 大橋信彦,小平農,森田洋,関島良樹: CIDPと誤
解釈されうる ATTR-FAPの電気生理学的ピットフ

ォール. 第 29回日本末梢神経学会学術集会, 下関, 
9,7-8, 2018. 
33) 植田光治, 関島良樹, 三隅陽平, 増田曜章, 矢

崎正英, 小池春樹, 山田正仁, 山下太郎, 安東由喜
雄: 全国疫学調査を基にした家族性アミロイドポ
リニューロパチーの実態解明. 第 29回日本末梢神

経学会学術集会, 下関, 9,7-8, 2018. 
34) 関島 良樹: アミロイドーシスの病態に基づい
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